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水晶 (SiO2)は Tc≒ 846Kでα -INC-β相転移する。水晶の不整合相転移は
k=0.03b(b:逆格子ベクトル)でのTAモードの凍結で起こると考えられてきた。しか
し、このモデルでは説明のできない実験事実が多く存在する。近年、Aslanyanは、
不整合相はk=0.03bではなく、k=b/3+κ(κ≪b)での凍結で起こり、α相と不整合
相の間に強弾性相が存在するという新しいモデルを提案した。我々は、新しいモ
デルの実験的な根拠を得るため、相境界近傍で光学観察とKEK-PFでのＸ線トポグ
ラフの観測を行い、相境界付近の細かな構造について電顕写真で見える分域構造
との対応などを考慮しながら調べた。 
 図1と図2に、Tc近傍で撮影した光学写真と(1-10)でのＸ線トポグラフ写真を示
す。試料には上下に温度勾配があり、Tc近傍では異なる四つの相が同時に存在し
ている。この両者を比較すると、よく一致している。相境界近傍にある’m-zone’
内の粗い筋状の構造は、Tc近傍での電顕の暗視野像(301)で観測されている±φ分
域と一致していることが分かった。また、トポグラフ写真から、’fog-zone’には他
の相と異なる細かな模様のコントラストがあり、この領域が歪みによる強弾性相
である可能性も考えられる。図3には(-331)と(3-31)のトポグラフ写真を示した。
構造因子の差から予想される白黒が反転したコントラストが観測され、また、α
相には、これまでに見られたことのない葉状のドフィネ双晶分域も観測された。
この形は、電顕写真で見られる二等辺三角形のパターンから成長したものではな
いかと考えられる。 
図4に、Tc近傍におけるセクショントポグラフによる(3-31)の観察像を示す。相
境界付近からは、上方向に4本の薄い回折線が出ており、変調構造に因る衛星反射
が強く関わっていると考えられる。 
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